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１．2027年３月期第１四半期の連結業績（2026年４月１日～2026年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 3,448 41.0 200 39.0 168 21.3 87 31.1
2026年３月期第１四半期 2,446 15.9 144 － 139 － 66 －

(注) 包括利益 2027年３月期第１四半期 89百万円( 23.2％) 2026年３月期第１四半期 72百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2027年３月期第１四半期 0.92 0.90
2026年３月期第１四半期 0.80 0.78

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2027年３月期第１四半期 14,342 10,161 70.1
2026年３月期 9,436 4,750 48.1

(参考) 自己資本 2027年３月期第１四半期 10,047百万円 2026年３月期 4,540百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00
2027年３月期 －
2027年３月期(予想) 0.00 － 5.00 5.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益

百万円 ％ 百万円 ％

通期 15,600 30.0 2,300 44.3

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規１社（社名）株式会社Exa Frontier Edge、除外－社（社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年３月期１Ｑ 97,005,500株 2026年３月期 87,156,500株

② 期末自己株式数 2027年３月期１Ｑ 1,719,681株 2026年３月期 1,774,813株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2027年３月期１Ｑ 95,166,664株 2026年３月期１Ｑ 83,553,733株

(注) 期末自己株式数には、株式付与ESOP信託が保有する当社株式（2026年３月期564,283株、2027年３月期第１四半期

509,151株）が含まれております。また、期中平均株式数を算定するにあたり、株式付与ESOP信託が保有する当社株式の

期中平均株式数（2026年３月期第１四半期639,033株、2027年３月期第１四半期520,639株）を控除する自己株式数に含

めております。

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報(３)連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

文中の将来に関する事項は、当四半期連結累計期間の末日現在において判断したものです。

（１）経営成績に関する説明

当社グループは、「AIを用いた社会課題解決を通じて、幸せな社会を実現する」とのミッションの下、以下の

２つの事業を展開しています。

AIプロダクト事業 広範な顧客向けに、最小限の追加調整で即座に業務で活用可能なAIソフトウエアを提供

し、社会課題の解決を目指す

AIソリューション

サービス事業

大企業を中心として、顧客の経営課題解決を通じて、様々な業界の産業・社会課題を発

見し、その革新の実現を目指す

(経営成績)

売上高

当第１四半期連結累計期間における売上高は3,448百万円(前年同期比＋41.0％)となりました。これは主に、AI

プロダクト事業において、当社サービスの利用数が増加したこと及びAIソリューションサービス事業において、

AIコンサルティング案件が増加したことによるものです。

売上原価、売上総利益

当第１四半期連結累計期間における売上原価は1,463百万円(前年同期比＋89.2％)となりました。これは主に、

売上原価となる人件費等、システム利用料及び減価償却費が増加したことによるものです。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上総利益は1,984百万円(前年同期比＋18.7％)、売上総利益率は

57.6％となりました。

販売費及び一般管理費、営業損益

当第１四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は1,784百万円(前年同期比＋16.7％)となりました。これは

主に、販管費となる人件費等及び広告宣伝費が増加したことによるものです。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の営業利益は200百万円(前年同期比＋39.0％)となりました。

営業外損益、経常損益

当第１四半期連結累計期間の営業外収益は0百万円、営業外費用は32百万円となりました。

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の経常利益は168百万円(前年同期比＋21.3％)となりました。

特別損益、親会社株主に帰属する四半期純損益

当第１四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純利益は168百万円(前年同期比＋19.8％)、親会社株主に帰属

する四半期純利益は87百万円(前年同期比＋31.1％)となりました。
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(セグメント業績)

AIプロダクト事業

当第１四半期連結累計期間においては、既存プロダクトの販売拡大に加え、各企業の本格的なAI投資に伴う市

場の急拡大の中で、生成AIやAIエージェントの開発にも積極的に取り組んでまいりました。

「エクサベース AI（旧exaBase 生成AI）」は、導入社数が2026年６月時点で1,626社と好調に推移しました。

特に、代理店経由での販売が拡大し、地方の中堅・中小企業における導入獲得が加速しました。また、官公庁・

自治体への導入も順調に推移し、都道府県庁においては過半を大きく上回るシェアを獲得するなど、導入基盤の

裾野が着実に広がっております。

AX人材育成については、企業のAI活用本格化に伴う人材育成需要の高まりを背景に案件組成が着実に進み、売

上高は前第３四半期連結会計期間を底に回復基調に転じるなど、成長軌道への回帰を果たしました。

また、AI医療機器を開発する連結子会社の株式会社ExaMDにおいては、会話音声認知症AI診断支援アプリに係る

治験が計画どおり進捗しており、将来の収益貢献に向けた開発マイルストーンを着実に達成しております。

この結果、売上高は1,585百万円(前年同期比＋50.6％)、売上総利益は1,139百万円(前年同期比＋21.5％)、売

上総利益率は71.9％、営業利益は518百万円(前年同期比＋9.1％)となりました。

AIソリューションサービス事業

当第１四半期連結累計期間においては、あらゆる産業において企業のAI・DX支援に対する需要が拡大しており、

こうした旺盛な需要を背景に、引き続き多数の大手企業とのAIプロジェクトを通じたイノベーション創出に取り

組んでまいりました。近時では、組織や開発プロセスをAI前提で再設計する「AI駆動開発」の案件が増加するな

ど、連結子会社の株式会社Exa Frontier Edgeを中心に支援領域も広がっております。また、MS＆ADインシュアラ

ンスグループホールディングス株式会社との合弁会社を通じた事業も始動するなど、次の成長を担う新たな事業

基盤の構築が進んでおります。前連結会計年度に実施した案件精査や人員配置の最適化による営業生産性の向上

効果も継続しております。

この結果、売上高は1,909百万円(前年同期比＋31.1％)、売上総利益は889百万円(前年同期比＋11.0％)、売上

総利益率は46.6％、営業利益は450百万円(前年同期比＋44.6％)となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は14,342百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,905百万円増

加いたしました。これは主に、第三者割当による資金調達等により現金及び預金が5,214百万円増加したことによ

るものであります。

負債

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は4,180百万円となり、前連結会計年度末に比べ505百万円減少

いたしました。これは主に、未払法人税等が413百万円減少したことによるものであります。

純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は10,161百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,410百万円

増加いたしました。これは主に、第三者割当による新株式の発行に伴い資本金及び資本準備金が5,395百万円増加

したことによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2027年３月期の業績予想については、2026年５月12日に開示した連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,979 9,194

売掛金及び契約資産 2,355 1,950

その他 477 344

流動資産合計 6,812 11,489

固定資産

有形固定資産 122 201

無形固定資産

のれん 4 －

顧客関連資産 939 916

ソフトウエア 951 1,119

その他 0 0

無形固定資産合計 1,895 2,036

投資その他の資産

投資有価証券 40 40

繰延税金資産 169 177

その他 396 397

投資その他の資産合計 606 615

固定資産合計 2,624 2,852

資産合計 9,436 14,342

負債の部

流動負債

１年内返済予定の長期借入金 360 360

未払金 775 679

未払費用 451 458

未払法人税等 477 63

契約負債 182 235

賞与引当金 30 129

その他 328 264

流動負債合計 2,606 2,190

固定負債

長期借入金 1,875 1,785

退職給付に係る負債 110 110

資産除去債務 94 94

固定負債合計 2,079 1,989

負債合計 4,685 4,180
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2026年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,491 5,202

資本剰余金 4,638 7,322

利益剰余金 △1,904 △1,816

自己株式 △685 △661

株主資本合計 4,540 10,047

新株予約権 99 114

非支配株主持分 110 －

純資産合計 4,750 10,161

負債純資産合計 9,436 14,342
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

売上高 2,446 3,448

売上原価 773 1,463

売上総利益 1,672 1,984

販売費及び一般管理費 1,528 1,784

営業利益 144 200

営業外収益

受取利息及び配当金 0 0

為替差益 0 －

保険解約返戻金 2 －

その他 0 0

営業外収益合計 2 0

営業外費用

支払利息 6 6

持分法による投資損失 － 0

為替差損 － 0

株式交付費 － 24

雑損失 1 －

営業外費用合計 7 32

経常利益 139 168

特別利益

固定資産売却益 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失

税金等調整前四半期純利益 140 168

法人税、住民税及び事業税 75 86

法人税等調整額 △7 △8

法人税等合計 68 78

四半期純利益 72 89

非支配株主に帰属する四半期純利益 6 2

親会社株主に帰属する四半期純利益 66 87
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

四半期純利益 72 89

四半期包括利益 72 89

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 66 87

非支配株主に係る四半期包括利益 6 2
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

（株主資本の金額の著しい変動）

当社は、2025年５月28日開催の取締役会決議に基づき、エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社（現

NTTドコモビジネス株式会社）を割当先とする第三者割当てにより、自己株式1,214,400株を処分しました。これに

より、当第１四半期連結累計期間において自己株式が468百万円減少しました。

この結果、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が706百万円となりました。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

（株主資本の金額の著しい変動）

当社は、2026年３月31日開催の取締役会において、株式会社三井住友フィナンシャルグループとの間で資本業務

提携を締結し、株式会社三井住友フィナンシャルグループに対して第三者割当による新株の発行を行うことを決議

しました。同年４月16日に払込が完了し、資本金及び資本準備金がそれぞれ2,697百万円増加しております。

この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が5,202百万円、資本剰余金が7,322百万円となっており

ます。



株式会社エクサウィザーズ(4259) 2027年３月期 第１四半期決算短信

― 10 ―

（追加情報）

（株式付与ESOP信託）

当社は、当社及び当社子会社の従業員（以下、「対象従業員」）へ当社グループへの帰属意識の醸成と経営参画

意識を持たせ、対象従業員の長期的な業績向上や株価上昇に対する意欲や士気の高揚、当社の企業価値向上を図る

ことを目的としたインセンティブ・プラン「株式付与ESOP信託」を導入しております。

（1）取引の概要

当該信託の導入に際し制定した「株式交付規程」に基づき、一定の要件を満たした対象従業員に対し当社株式を

給付する仕組みであります。当社は、対象従業員に対し個人の貢献度等に応じてポイントを付与し、一定の条件に

より受給権を取得したときに当該付与ポイントに相当する当社株式を給付します。対象従業員に対し給付する株式

については、あらかじめ信託設定した金銭により将来分も含め取得し、信託財産として分別管理するものとしま

す。

（2）信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く）により、純資産の部に自己株式と

して計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末216百万円、564,283株、当第１

四半期連結会計期間末194百万円、509,151株であります。
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（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額

(注)２AIプロダクト
事業

AIソリューション
サービス事業

計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

1,052 1,393 2,446 － 2,446

外部顧客への売上高 1,052 1,393 2,446 － 2,446

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 63 63 △63 －

計 1,053 1,456 2,509 △63 2,446

セグメント利益 474 311 786 △641 144

(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社損益であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 2026年４月１日 至 2026年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額

(注)２AIプロダクト
事業

AIソリューション
サービス事業

計

売上高

顧客との契約から生じる
収益

1,585 1,863 3,448 － 3,448

外部顧客への売上高 1,585 1,863 3,448 － 3,448

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 45 46 △46 －

計 1,585 1,909 3,495 △46 3,448

セグメント利益 518 450 968 △768 200

(注) １．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに配分していない全社損益であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

(重要な負ののれん発生益)

該当事項はありません。
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（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費(のれん及び顧客関連資産を除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれん

の償却額及び顧客関連資産償却費は、次のとおりであります。

前第１四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2026年４月１日
至 2026年６月30日)

減価償却費 53百万円 126百万円

のれんの償却額 12 4

顧客関連資産償却費 22 22
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（企業結合等関係）

（吸収分割（簡易吸収分割）による事業承継）

当社は、2026年２月12日開催の取締役会において、2026年４月１日を効力発生日として、当社のHR Tech事業を完

全子会社である株式会社Exa Enterprise AI（以下、「Exa Enterprise AI」）へ承継させること（以下、「本吸収

分割」）に関し決議しました。

１．本吸収分割の目的

従来、当社のHR Tech事業は、DX人材育成サービス「エクサベース DXアセスメント＆ラーニング（旧exaBase

DXアセスメント＆ラーニング）」を中心に事業を拡大してまいりました。しかしながら、近年AIの技術的成熟度

が急速に高まり、AIを業務に適用できる領域が飛躍的に拡大しております。これに伴い、市場の関心もDXからAX

（AI Transformation）へと移行しつつあります。こうした環境変化を踏まえ、当社のHR Tech事業においても、

AX人材育成ソリューションの拡充を進めており、今後もAIの利活用教育やAXを実現できる人材の育成サービスを

強化していく方針であります。

一方、Exa Enterprise AIでは、「エクサベース AI」を中心に、生成AIを活用したプロダクト・ソリューショ

ン群の開発・提供を推進してまいりました。当社HR Tech事業とExa Enterprise AIの事業は、顧客層やサービス

内容において重なる部分が多く、組織的に統合することで、意思決定の迅速化及び開発スピードの向上が可能と

なり、企画・開発・営業のすべての領域において生産性向上とシナジーの創出が見込まれます。

以上の理由から、HR Tech事業をExa Enterprise AIへ移管し、最適化された組織体制の下で事業拡大を図って

まいります。本再編を通じて、グループ全体での経営資源の最適配分を実現し、持続的な企業価値の向上を目指

してまいります。

２．本吸収分割の要旨

（１）本吸収分割の日程

取締役会決議日 ：2026年２月12日

吸収分割契約締結日：2026年２月12日

効力発生日 ：2026年４月１日

（２）本吸収分割の方式

当社を分割会社とし、Exa Enterprise AIを承継会社とする吸収分割（簡易吸収分割）です。

（３）本吸収分割に係る割当ての内容

本吸収分割は、当社が当社の完全子会社との間で行うものであるため、無対価分割とし、Exa Enterprise AI

から株式の割当、金銭その他財産の交付は行われません。

（４）本吸収分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に係る取扱い

当社が発行済の新株予約権について本吸収分割により承継されることはありません。また、当社は新株予約

権付社債を発行しておりません。

（５）本吸収分割により増減する資本金

本吸収分割による当社の資本金の増減はありません。

（６）吸収分割承継会社が承継する権利義務

Exa Enterprise AIは、HR Tech事業に関する資産、負債及び契約上の地位等の権利義務のうち、吸収分割契

約において定めるものを承継します。

（７）債務履行の見込み

本吸収分割後に当社及びExa Enterprise AIが負担すべき債務について、その履行の見込みに問題はないもの

と判断しております。
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３．本吸収分割の当事会社の概要

吸収分割会社 吸収分割承継会社

① 名称 株式会社エクサウィザーズ 株式会社Exa Enterprise AI

② 所在地 東京都港区芝浦四丁目２番８号 東京都港区芝浦四丁目２番８号

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 CEO 春田 真 代表取締役 大植 択真

④ 事業内容
AIを利活用したサービス開発による
産業革新と社会課題の解決

生成AI等のテクノロジーを利活用した
プロダクト・サービス等の企画・開
発・販売による企業の生産性の向上

⑤ 資本金 2,491百万円 300百万円（準備金含む）

⑥ 設立年月日 2016年２月 2023年10月

⑦ 発行済株式数 87,156,500株（2026年３月末時点） 100株（2026年３月末時点）

⑧ 決算期 ３月31日 ３月31日

⑨ 大株主及び持株比率
（2026年３月末時点）

株式会社ベータカタリスト 9.53％
坂根 裕 4.40％
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 3.79％
古屋 俊和 3.74％
株式会社ＲＨ 3.49％
株式会社ＫＨ 3.49％
株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 3.43％
上田八木短資株式会社 2.33％
春田 真 1.83％
D4V1号投資事業有限責任組合 1.74％

株式会社エクサウィザーズ 100％

⑩ 直前事業年度の経営成績及び財政状態（2026年３月期）

株式会社エクサウィザーズ（連結） 株式会社Exa Enterprise AI

純資産 4,750百万円 1,226百万円

総資産 9,436百万円 2,343百万円

１株当たり純資産 53.18円 12,266,477.49円

売上高 11,996百万円 3,171百万円

営業利益 1,594百万円 1,054百万円

経常利益 1,566百万円 1,061百万円

親会社株主に帰属する当期純利益 1,533百万円 664百万円

１株当たり当期純利益 18.13円 6,646,710.88円

（注）「⑩直前事業年度の経営成績及び財政状態」のうち、Exa Enterprise AIの「親会社株主に帰属する当期純

利益」については、当期純利益を記載しています。
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４．分割する事業部門の概要

（１）分割する部門の事業内容

DX人材育成サービス「エクサベース DXアセスメント＆ラーニング」とAX人材育成ソリューションを主力商材

とした企画・開発・営業を執り行うHR Tech事業

（２）分割する部門の経営成績

HR Tech事業 (a) 2026年３月期連結実績 (b) 比率 (a/b)

売上高 988百万円 11,996百万円 8.24％

（３）分割する資産、負債の項目及び金額（2026年３月31日現在）

資産 負債

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額

流動資産 176百万円 流動負債 68百万円

固定資産 132百万円 固定負債 －百万円

合計 309百万円 合計 68百万円

５．実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 2019年１月16日）及び「企業結合会計基準及び事業分

離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 2019年１月16日）に基づき、共通支配下の取

引等として会計処理を行いました。
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（子会社株式の追加取得）

当社は、2026年４月22日開催の取締役会決議において、連結子会社である株式会社エクサホームケア（以下、

「エクサホームケア」）の株式を追加取得（以下、「本追加取得」）し、完全子会社化することを決議いたしまし

た。

１．本追加取得の理由

本追加取得は、介護事業向けの中核プロダクト「CareWiz トルト」を展開するエクサホームケアを当社グルー

プに完全統合するとともに、当社の完全子会社であり、医療事業向けAIプロダクトを提供する株式会社ExaMD（以

下、「ExaMD」）との連携を一層強化し、開発及び販売体制の効率化を図ることを目的として行うものです。

当社は、本追加取得により、株式会社ヤマシタが保有するエクサホームケアの全株式を取得し、エクサホーム

ケアを完全子会社といたします。

なお、本追加取得と同時に、株式会社ヤマシタとの合弁契約は解消いたします。

２．株式を取得する連結子会社（株式会社エクサホームケア）の概要

① 名称 株式会社エクサホームケア

② 所在地 東京都港区芝浦四丁目２番８号

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役 羽間 康至

④ 事業内容
AIを利活用した介護・福祉用具関連
サービスの開発、販売

⑤ 資本金 91百万円

⑥ 設立年月日 2021年５月

⑦ 発行株式数 200株

⑧ 決算期 ３月31日

⑨ 大株主及び持株比率
株式会社エクサウィザーズ 51％
株式会社ヤマシタ 49％

⑩ 直近事業年度の経営成績及び財政状態（2026年３月）

純資産 225百万円

総資産 277百万円

１株当たり純資産 1,127,172.78円

売上高 236百万円

営業利益 63百万円

経常利益 63百万円

当期純利益 65百万円

１株当たり当期純利益 325,926.15円
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３．株式取得の相手先の概要

① 名称 株式会社ヤマシタ

② 所在地 静岡県島田市中河737

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 山下 和洋

④ 事業内容

・ 福祉用具レンタル・販売
・ 住宅改修
・ 居宅介護支援事業
・ リネンサプライ
・ 寝具リース
・ 受託サービス事業

⑤ 資本金 １億円

⑥ 設立年月日 1963年３月６日

⑦ 純資産 ―

⑧ 総資産 ―

⑨ 大株主及び持株比率 ―

⑩ 上場会社と当該会社の関係

資本関係 エクサウィザーズと合弁でエクサホームケアを設立

人的関係 該当事項はありません。

取引関係 CareWiz トルトを顧客として利用

関連当事者への
該当状況

該当事項はありません。

※上記の⑦、⑧及び⑨は、相手先の要望により非開示とさせていただきます。

４．取得株式数，取得価額及び取得前後の所有株式の状況

① 異動前の所有株式数
102株
（議決権の数：102個）、（議決権所有割合：51.0％）

② 取得株式数
98株
（議決権の数：98個）

③ 取得価額 160百万円

④ 異動後の所有株式数
200株
（議決権の数：200個）
（議決権所有割合：100.0％）

５．日程

(１)取締役会決議日：2026年４月22日

(２)契約締結日 ：2026年４月30日

(３)株式譲渡実行日：2026年４月30日
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（重要な後発事象）

（連結子会社間の吸収合併及び連結子会社との吸収分割）

当社は、2026年５月12日開催の取締役会決議において、当社グループが展開するAIプロダクト事業のソーシャル

領域における介護事業向け「CareWiz」シリーズのポートフォリオを再編し（以下、「本組織再編」）、事業成長の

加速と経営資源の最適配分を図ることを目的に完全子会社である株式会社ExaMD（以下、「ExaMD」）に事業を集約

することを決議しました。

１．本組織再編の概要

（１）本組織再編の目的

本組織再編は、当社のAIプロダクト事業セグメントのソーシャル領域における介護事業向けプロダクト

「CareWiz」シリーズについて、医療向けプロダクトを担う連結子会社である株式会社ExaMD（以下、「ExaMD」）

を中核とする体制へ再編することで、医療・介護の両分野におけるAX化を一層加速させることを目的とするもの

です。

具体的には、ExaMDに対し、これまで当社及び連結子会社である株式会社エクサホームケア（以下、「エクサホ

ームケア」）でそれぞれ分散していた介護向けのプロダクト群を集約し、当社グループ全体としての事業ポート

フォリオと経営資源の配分を最適化しようとするものです。

（２）決定事項の一覧と位置づけ

本組織再編は、以下の２つの取引から構成されます。

１ 連結子会社間の吸収合併（以下、「本合併」）

エクサホームケアをExaMDに吸収合併させる組織再編を行い、エクサホームケアの主力商品である「CareWiz ト

ルト」も同時にExaMDへ統合します。

２ 親子会社間の吸収分割（以下、「本吸収分割」）

当社を分割会社、ExaMDを承継会社とし吸収分割を行い、当社に残存する「CareWiz タクスト」及び「CareWiz

BCP」をExaMDに承継させます。

２．連結子会社間の吸収合併

（１）本合併の目的

「１．本組織再編の概要」に記載の通り、エクサホームケアが展開する「CareWiz トルト」と、ExaMDが有する

医療・介護データ基盤やプロダクト開発機能を統合し、介護領域におけるプロダクトポートフォリオの一元管理

と開発・営業体制の効率化を図ることを目的とするものです。

（２）本合併の主旨

①本合併の日程

取締役会決議日 ：2026年５月12日

契約締結日 ：2026年５月12日

実施日（効力発生日） ：2026年７月１日

②本合併の方式

ExaMDを存続会社とし、エクサホームケアを消滅会社とする吸収合併方式です。

③本合併に係る割当ての内容

本合併による新株式の発行及び金銭等の交付はありません。

④消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

該当事項はありません。
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（３）本合併当事会社の概要

吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社

① 名称 株式会社ExaMD 株式会社エクサホームケア

② 所在地 東京都港区芝浦四丁目２番８号 東京都港区芝浦四丁目２番８号

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役 羽間 康至 代表取締役 羽間 康至

④ 事業内容

認知症をはじめとする健康・医療テ
ーマに関する社会課題解決を目的と
した、マルチモーダルAI技術を用い
たプロダクトやサービス等の企画・
開発・販売・アライアンス（プログ
ラム医療機器を含む）

AIを利活用した介護・福祉用具関連
サービスの開発、販売

⑤ 資本金 150百万円 91百万円

⑥ 設立年月日 2024年２月 2021年５月

⑦ 発行株式数 600株 200株

⑧ 決算期 ３月31日 ３月31日

⑨ 大株主及び持株比率 株式会社エクサウィザーズ 100％ 株式会社エクサウィザーズ 100％

⑩直近事業年度の経営成績及び財政状態（2026年３月）

株式会社ExaMD 株式会社エクサホームケア

純資産 234百万円 225百万円

総資産 304百万円 277百万円

１株当たり純資産 391,361.46円 1,127,172.78円

売上高 92百万円 236百万円

営業利益又は営業損失（△） △135百万円 63百万円

経常利益又は経常損失（△） △142百万円 63百万円

当期純利益又は当期純損失（△） △123百万円 65百万円

１株当たり当期純利益又は
１株当たり当期純損失（△）

△205,843.91円 325,926.15円

（４）本合併後の状況

本合併による吸収合併存続会社の名称、所在地、代表者の役職・氏名、事業内容、資本金及び決算期はいずれ

も変更ありません。
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３．親子会社間の吸収分割

（１）本吸収分割の目的

「１．本組織再編の概要」に記載の通り、当社に残存する介護事業向けプロダクトであるCareWizシリーズの

「CareWiz タクスト」及び「CareWiz BCP」に関わる事業（以下、「本事業」）をExaMDに承継させ、介護事業向

けプロダクト群をExaMDに集約することで、事業運営の一体化と意思決定の迅速化を実現することを目的とするも

のです。

（２）本吸収分割の主旨

①本吸収分割の日程

取締役会決議日 ：2026年５月12日

契約締結日 ：2026年５月12日

実施日（効力発生日） ：2026年７月１日

②本吸収分割の方式

当社を分割会社とし、ExaMDを承継会社とする簡易吸収分割です。

③本吸収分割に係る割当ての内容

本吸収分割は、当社が当社の完全子会社との間で行うものであるため、無対価分割とし、ExaMDから株式の割

当、金銭その他財産の交付は行われません。

④本吸収分割に伴う新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い

当社が発行済の新株予約権について本吸収分割により承継されることはありません。また、当社は新株予約権

付社債を発行しておりません。

⑤本吸収分割により増減する資本金

本吸収分割による当社の資本金の増減はありません。

⑥承継会社が承継する権利義務

ExaMDは、本事業に関する資産、負債及び契約上の地位等の権利義務のうち、吸収分割契約において定めるもの

を承継します。

⑦債務履行の見込み

本吸収分割において、当社及びExaMDが負担すべき債務について、その履行の見込みに問題はないと判断してい

ます。
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（３）本吸収分割の当事会社の概要

分割会社 承継会社

① 名称 株式会社エクサウィザーズ 株式会社ExaMD

② 所在地 東京都港区芝浦四丁目２番８号 東京都港区芝浦四丁目２番８号

③ 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 CEO 春田 真 代表取締役 羽間 康至

④ 事業内容
AIを利活用したサービス開発による
産業革新と社会課題の解決

認知症をはじめとする健康・医療テー
マに関する社会課題解決を目的とし
た、マルチモーダルAI技術を用いたプ
ロダクトやサービス等の企画・開発・
販売・アライアンス（プログラム医療
機器を含む）

⑤ 資本金 2,491百万円 150百万円

⑥ 設立年月日 2016年２月 2024年２月

⑦ 発行済株式数 87,156,500株（2026年３月末時点） 600株

⑧ 決算期 ３月31日 ３月31日

⑨ 大株主及び持株比率
（2026年３月末時点）

株式会社ベータカタリスト 9.53％
坂根 裕 4.40％
日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 3.79％
古屋 俊和 3.74％
株式会社ＲＨ 3.49％
株式会社ＫＨ 3.49％
株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 3.43％
上田八木短資株式会社 2.33％
春田 真 1.83％
D4V1号投資事業有限責任組合 1.74％

株式会社エクサウィザーズ 100％

⑩ 直前事業年度の経営成績及び財政状態（2026年３月期）

株式会社エクサウィザーズ（連結） 株式会社ExaMD

純資産 4,750百万円 234百万円

総資産 9,436百万円 304百万円

１株当たり純資産 53.18円 391,361.46円

売上高 11,996百万円 92百万円

営業利益又は営業損失（△） 1,594百万円 △135百万円

経常利益又は経常損失（△） 1,566百万円 △142百万円

親会社株主に帰属する当期純利益
又は親会社株主に帰属する当期純損
失（△）

1,533百万円 △123百万円

１株当たり当期純利益又は１株当
たり当期純損失（△）

18.13円 △205,843.91円

（注）「⑩直前事業年度の経営成績及び財政状態」のうち、株式会社ExaMDの「親会社株主に帰属する当期純利益又は

親会社株主に帰属する当期純損失（△）」については、当期純損失を記載しています。
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（４）分割する事業部門の概要

①分割又は承継する部門の事業内容

i. AIを活用して書類作成・印刷・封入・郵送・署名回収の時間とコストを削減、効率化できる介護事業者向

け電子書類管理サービス「CareWizタクスト」に関する事業

ii. AIを活用して介護事業者のBCP（事業継続計画）を策定、緊急連絡、運用をトータルで支援するサービス

「CareWiz BCP」に関する事業

②分割又は承継する部門の経営成績（2026年３月期）

i. CareWizタクスト

本事業（ａ)
2026年３月期連結実績

（ｂ）
比率（ａ/ｂ）

売上高 44百万円 11,996百万円 0.37％

ii. CareWiz BCP

本事業（ａ)
2026年３月期連結実績

（ｂ）
比率（ａ/ｂ）

売上高 9百万円 11,996百万円 0.08％

③分割又は承継する資産、負債の項目及び帳簿価額（2026年３月31日時点）

i. CareWizタクスト

資産 負債

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額

流動資産 12百万円 流動負債 9百万円

固定資産 －百万円 固定負債 －百万円

合計 12百万円 合計 9百万円

ii. CareWiz BCP

資産 負債

項目 帳簿価額 項目 帳簿価額

流動資産 3百万円 流動負債 1百万円

固定資産 －百万円 固定負債 －百万円

合計 3百万円 合計 1百万円

（５）本吸収分割後の状況

本吸収分割による当社及びExaMDの商号、事業内容、本店所在地、代表者、資本金、決算期の変更はありませ

ん。



株式会社エクサウィザーズ(4259) 2027年３月期 第１四半期決算短信

― 24 ―

（子会社の設立）

当社は、2026年６月９日開催の取締役会において、株式会社Exa Interaction Design Labを設立することについ

て決議いたしました。

１．子会社設立の理由

近年、生成AIの進化によりコーディングエージェントが急速に普及し、ソフトウェア開発の生産性は飛躍的に向

上しています。一方で、一部の外部AIプラットフォームに依存するケースが増え、特定ベンダーへの依存やAPI料金

の高騰や料金体系変更によるコストリスク、モデル更新や仕様変更による技術選択の制約など、中長期的な経営・

技術リスクが顕在化しつつあります。

また、AIエージェント時代においては、「人がシステムを操作する」世界から、「AIが業務を遂行し、人が意思

決定を行う」世界へと急速にシフトしており、企業はこの流れに合わせて業務プロセスそのものを再設計できる余

地が生まれます。画面遷移を中心に設計していたシステムを、自然言語を用いたエージェントとの対話を前提とし

た設計に変化していくことが想定されます。

このような環境下で当社が持続的な競争力を維持・強化していくためには、汎用的な技術を利用するだけでなく、

当社独自のAI技術を先駆けて開発していく必要があります。

また、当社はグループ全体の成長とシナジー最大化を目的として、グループシナジー戦略「3P×フロンティア」

を掲げています。「フロンティア」とは、機動性が高く、特定の事業・業界に特化した戦略子会社群を指しており、

それぞれが現場に深く入り込むことで、AIの社会実装を加速させることを目指しています。

こうした社会的・事業的背景を踏まえ、中長期的な視点で当社グループの技術基盤と競争優位性を強化していく

ことを目的に、将来の事業環境を見据えたAI技術の開発と、その成果のプロダクトやサービスへの横断的な実装を

担う専門組織として、株式会社Exa Interaction Design Labを設立することとしました。

２．設立する子会社の概要

(１) 名称 株式会社Exa Interaction Design Lab

(２) 所在地 東京都港区芝浦四丁目２番８号

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役 坂根 裕

(４) 事業内容
・AIエージェントを活用した業務変革に関する技術の研究開発
・ローカルLLM基盤及びAIエージェント基盤の構築・運用、並びに自然言語によ
る対話を前提とした動的なUI/UXの設計開発

(５) 資本金 100百万円（準備金を含む）

(６) 決算期 ３月31日

(７) 大株主及び持株比率 株式会社エクサウィザーズ 100％

３．日程

(１）取締役会決議日：2026年６月９日

(２）設立年月日 ：2026年７月１日

(３）事業開始期日 ：2026年７月１日
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（子会社の設立）

当社は、2026年６月22日開催の取締役会において、株式会社エクサフォワード九州を設立することについて決議

いたしました。

１．子会社設立の理由

当社グループは、これまでAIプロダクト・サービスの提供を通じて、九州地域の顧客企業における業務効率化及

び人手不足の解消を支援してまいりました。同地域においては、少子高齢化や都市部への人口流出を背景に人手不

足が深刻化しており、AIの活用による生産性向上及び優秀な人材の確保が、地域企業の重要な経営課題となってお

ります。一方で、当社グループによる東京本社からのリモートを中心とした対応では、顧客との関係構築や現地で

の優秀な人材の獲得において課題が顕在化していました。

また、政府が策定を進める「地域未来戦略」において、九州ではAIが重点分野に含まれることが見込まれており、

自治体や事業者の「AIトランスフォーメーション」の推進や、人材育成等への政策的後押しが本格化しつつありま

す。

当社グループにおいては、今後のグループ全体の成長とシナジー最大化を企図した「３Ｐ×フロンティア」戦略

を掲げており、事業・業界に特化した機動性の高い戦略子会社群（フロンティア）が特定領域へ深く関与すること

で、AI実装を加速させることを目指しています。

こうした人手不足という社会課題、地域未来戦略をはじめとする政策動向及び当社グループのフロンティア戦略

を踏まえ、地域に根ざしたビジネスモデルを構築し、九州・西日本の企業及び行政機関に深く入り込んでAI実装を

支援するため、株式会社エクサフォワード九州を設立することとしました。福岡市を研究開発・人材育成の拠点と

し顧客企業のDX推進に貢献するとともに、将来的に地場の有力企業との戦略的パートナーシップや資本面での連携

構築も目指してまいります。

２．設立する子会社の概要

(１) 名称 株式会社エクサフォワード九州

(２) 所在地 福岡県福岡市内

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役 小山 貴大

(４) 事業内容
常駐型AI実装サービス、及び同サービスを通じて得られる知見に基づくAIエー
ジェント技術・業務アプリケーション・ソフトウエアの研究開発

(５) 資本金 300百万円（準備金を含む）

(６) 決算期 ３月31日

(７) 大株主及び持株比率 株式会社エクサウィザーズ 100％

３．日程

(１）取締役会決議日：2026年６月22日

(２）設立年月日 ：2026年８月１日

(３）事業開始期日 ：2026年11月（予定）
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（子会社の設立）

当社は、2026年７月29日開催の取締役会において、株式会社ExaSecurity（以下、「ExaSecurity」）を設立する

ことについて決議いたしました。

１．子会社設立の理由

当社グループは、2,500社を超える企業・行政機関にAIプロダクト及びAIサービスを提供し、業務の効率化や人手

不足への対応を支援しております。生成AIやAIエージェントを日常業務に活用する組織が増える中、従来型のセキ

ュリティサービスでは十分に対応できない新たなセキュリティリスクが生じております。具体的には、プロンプト

インジェクション、AIエージェントの挙動の改ざん、AIモデルを経由した機密情報の漏えい、AIサプライチェーン

の脆弱性などが挙げられます。AIの普及に伴いセキュリティ投資は拡大している一方で、AIシステムに深い専門性

を持つセキュリティ事業者は少なく、AIを安全に活用することは、AIを利用する企業にとって重要な経営課題とな

っております。

AIセキュリティを取り巻く政策・規制の整備も進んでおります。2026年には、重要インフラ事業者のサイバー防

御義務を強化する新たな法制度が施行される予定であり、EU AI規則（EU AI Act）をはじめとする国際的なルール

の整備が進むとともに、OWASP LLM Top 10等のガイドラインが参照基準として普及しつつあります。国内サイバー

セキュリティ市場は2025年～2026年で約２兆円規模と推計されており、なかでもAIエージェントがハードウェアに

もソフトウェアにも搭載され、かつ運用にもAIエージェントが組み込まれつつあることから、AIによるセキュリテ

ィ分野の運用自動化は進むと見込まれております。

こうした背景を踏まえ、2026年５月12日に公表した「3P×Frontier」戦略の一環として、当社は、AI時代のセキ

ュリティサービスを提供するため、ExaSecurityを設立することといたしました。ExaSecurityは、当社グループが

AIシステムを実運用規模で構築・運用する中で培った実践的な知見を活用してまいります。提供するサービスは２

つの領域で構成されます。１つ目は、AIレッドチーミング（攻撃者の視点からAIシステムの脆弱性を検証するテス

ト）、セキュリティ診断、AIガバナンス・コンプライアンス支援を通じてお客様のAI環境のセキュリティを担保す

るサービス、２つ目は、ペネトレーションテストをはじめとする従来型のセキュリティサービスにAIを活用し、よ

り高速かつ広範にAIによるセキュリティを強化するサービスです。また、ExaSecurityは当社グループ自身のAIプロ

ダクトのセキュリティ強化にも寄与し、グループ全体における顧客からの信頼向上につながることが期待されま

す。今後は、ExaSecurityを当社グループのセキュリティ基盤へと発展させるとともに、中期的には海外顧客へのサ

ービス提供も目指してまいります。

２．設立する子会社の概要

(１) 名称 株式会社ExaSecurity

(２) 所在地 東京都港区芝浦四丁目２番８号

(３) 代表者の役職・氏名 代表取締役 Lachlan Mitchell

(４) 事業内容

・AIレッドチーミング、セキュリティ診断、AIガバナンス・コンプライアンス
支援等のコンサルティングを通じた、顧客のAI環境のセキュリティを担保する
サービスの提供
・ペネトレーションテストをはじめとする従来型のセキュリティサービスにAI
を活用し、より高速かつ広範にAIによるセキュリティを強化するサービスの提
供、並びにAIセキュリティ関連製品の販売・代理店業務

(５) 資本金 300百万円（準備金を含む）

(６) 決算期 ３月31日

(７) 大株主及び持株比率 株式会社エクサウィザーズ 100％

３．日程

(１）取締役会決議日：2026年７月29日

(２）設立年月日 ：2026年10月（予定）

(３）事業開始期日 ：2026年10月（予定）


